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◆菅原道真ゆかりの「綱敷天満宮」 

※浜の宮海水浴場の近くにある綱敷天満宮は、菅原道真ゆかりの天満

宮である。昌泰四年（901）左遷された菅原道真が大宰府に赴く途中 

暴風にあいこの浜にたどり着かれた。その時に漁船の網の綱を敷いて 

休んでもらった。そして村人はこの地に黒木の休所を造り、菅公はこ

こでしばらく休養され筑紫に向かわれた。その後天暦九年（955）神

託があり国府の命により社壇が造営され、船の綱を敷いて迎えた故事

により『綱敷天満宮』と称された。 

この綱敷天満宮には梅を愛した菅原道真が主祭神となっており、社殿 

の周辺には約 1000 本の梅の木があります。 （2011／1／28 日撮影） 
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◆ホームページを開設しました。検索欄に京築消防（http://www11.ocn.ne.jp/~fdkei119/）と入力して下さい。京

築広域圏消防本部を選択して下さい。トップページが現れますので、左側の一番下にボタンがありますのでクリ

ックして下さい。 

主な内容 

* ２３年通常総会 

* 消防法令改正（消火器） 

* トピックス *児童防火標語  

* 太平洋沖地震の義援金 

* 視察研修（宿泊） 
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 平成 23 年度の通常総会が去る 7月 8 日（金）に  行橋消防本部、苅田町消防本部の課長、会員相 

行橋市宮市町の「京都ホテル」において来賓に、京  互の親睦が図られ盛会裏のうちに時間が過ぎ、 

築広域圏消防本部 谷中消防長、行橋市消防本部   倉垣様の閉会の言葉で終了しました。 

五反田予防課長、苅田町消防本部 川上予防課長を   次回の第２０回通常総会は、豊前市で実施予 

お招きし開催されました。花畑副会長の開会のこと  定です。会員皆様多数の出席をお願いいたしま 

ばに始まり、岩﨑会長の挨拶の後、功労表彰が行な  す。 

われました。協会の発展、育成に功労があった者と 

して、理事の野中充様が表彰され、岩﨑会長より賞 

状と記念品が贈られました。 

 

 

 

 

                                                  

                                                        

 

 その後、谷中消防長の祝辞並びに(財)福岡県消防  

設備安全協会長 和田健義様、京築危険物安全協会   

長 室屋和弘様からの祝電披露の後、議長選出に移   

りました。 

 議長に株式会社しげもり 代表取締役 茂森宏一   

郎様を選出し、審議に移りました。 

 まず、第 1 号、第 2 号議案の平成 22 年度事業報告  

及び収支決算報告が事務局からなされた後、山口監   

事から監査報告があり、採決の後、原案どおり承認   

可決されました。                  ★研修は１泊２日の宿泊研修です。 

 つづいて、第 3号議案の役員改選、顧問、事務局   

長、事務局員の交代について事務局から説明の後、  ★研修月日：平成２３年１０月６日 (木) 

理事全員再任により承認可決され、新理事による理                        １０月７日（金） 

事会を開催し三役全員再任されました。次に、監事   ★研修場所：九州電力天山発電所 (予定) 

の選任に移り、倉垣様の退任に伴い一般会員の鶴原             ：味の素㈱九州事業所（予定） 

消防設備株式会社 吉富出張所長の高濱様が選任 

され、承認可決されました。             ★宿泊場所：セントラルホテル武雄（個室） 

 次に、第４号議案の平成２３年度事業計画案、第  

５号議案の平成２３年度予算について事務局から説    ★発着地 ：（豊前市）消防本部、他 

明後、原案通り承認可決され、中井副会長の閉会の  

ことばで総会は無事終了となりました。       

 総会後、同ホテルにおいて情報交換会が開催され、 

 

《 平成２３年度第 19 回通常総会 》 

 

《 視 察 研 修 に つ い て 》 

※23 年度は《宿泊研修》を実施します！ 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ 消火器の技術上規格を定める省令の一部改正 

 【改正概要】 

  近年発生している消火器の破裂事故にかんがみ、消火器の標準的な使用期限や廃棄時の連絡先等の安    

 全上の注意事項等について表示を義務付けることとする。 

【改正理由】 

  昨年９月に大阪市で発生した消火器の破裂事故を踏まえ、消防庁では「予防行政のあり方に関する検討会」 

 を開催し、老朽化消火器による危害防止の観点から調査・検討を進めてきたところであり、平成 22 年 7 月、今    

 後講ずべき安全対策について報告書が取りまとめられた。 

  当該報告では、消火器の破裂事故は保守管理が不十分であったことにより、経年に伴って腐食が進んだも 

 のを操作、廃棄処理等する際に主として発生していることから、消火器の製造から廃棄に至るまでの各段階 

 において、対策を進めることが必要とされた。 

  これを受け、消火器に安全上の注意事項等について表示を義務づけるため、消火器の技術上の規格を定 

 める省令の改正が行われた。 

【改正事項】 

  今回の消火器の技術上の規格を定める省令等の主な改正事項は、以下のとおりです。 

 （１） 近年発生している老朽化消火器の破裂事故にかんがみ、消火器の標準的な使用期限や廃棄時の連絡 

   先等の安全上の注意事項等について表示を義務付けることとする。 

 （２） 改正規格省令の施行（平成23年1月1日）の際、改正前の規格に基づき既に防火対象物に設置されて 

   いる消火器等について、施行後 11 年間は特例として設置を認めることとする。 

 （３） 改正規格省令の施行日以降に工事を開始した防火対象物について、施行後 1 年間は改正前の規格に 

   適合する消火器の設置を可能とすることとした。 

 （４） 消火器の点検基準について、蓄圧式消火器の内部及び機能点検の開始時期を製造後 3 年から５年に 

   改めるとともに、製造年から 10 年を経過した消火器に対する耐圧性能点検を義務付けることとする。 

  【施行期日】 

   平成 23 年 1 月１日 

  （詳しい資料/情報は協会事務局まで） 

     

 

 

★ ボランティアで住宅用火災警報器設置（福岡県電気工事業協同組合青年部） 
昨年の 12 月８日お年寄りを火災から救おうと、当協会理事の上城直之氏（㈱カミジョウ電気）が代表を務めて

いる福岡県電気工業組合京築支部青年部（１４名）の皆さんが築上町の高齢者住宅２１件に住宅用火災警報器

をボランティアで設置しました。設置には、築上町社会福祉協議会、九州電力行橋営業所の職員、京築広域圏

消防本部職員が同行し、築上町の高齢者宅の寝室に住宅用火災警報器を無料設置しました。同青年部は、３

年前から毎年高齢者住宅（一人暮らし）に対し住宅用火災警報器を設置しているもので、九州電力の職員が電

気（漏電）の点検も同時に行うなど社会福祉活動をボランティアで行いました。お年寄りから「安心して就寝でき

ます」と大変喜ばれていました。 

 

★ ２２年視察研修について                 
  日 時 平成２２年１０月２９日 18 名参加                歴史的建造物大原邸  

  場 所 大分キャノンマテリアル（杵築事業所）他                             

       199８年 1 月 16 日創業、従業員 1,962 名、                           

複写機・ﾌﾟﾘﾝﾀｰなどの化成品の製造工場                            

残念ながら工場内を詳しく見学出来ません                            

でした。                                                  

∴杵築散策 

杵築は、松平３万２０００石の城下町で、北台 

武家屋敷、勘定場の坂などがあり、この坂の周 

辺のたたずまいは昔の風情が残り、藩校の門や 

大原邸、寺町など見所の多い場所でした。 

消防関係法令の改正 

トピックス 

 



 

◆ 平成２３年管内児童防火標語がきまりました  

    『 あとでいい そんな気持ちが 火事まねく 』 

         築上町立 下城井小学校五年 森
もり

 喬耶
きょうか

さん  

児童の防火意識の高揚を図り、火災予防を喚起  

するため、消防本部が毎年募集しています児童 

防火標語に今年も協賛いたしました。 

         今回は、築上町の小学 5年生を対象に募集し、 

8 校 175 篇の応募がありました。平成 22 年 11 月 

9 日、消防本部会議室に於いて当協会長をはじめ、築上町教育長、築城町教育長委員長、危険物安全協

会長、消防長による審査会で、入選 10 点、優秀１点を選びました。優秀作品は管内の学校、店舗、事

業所などに掲出していただき、火災予防を呼びかけます。 

平成 23 年消防点検式（1月 7 日）において、消防長から賞状と記念品が贈られました。また、閉式後、

新聞記者に囲まれ取材を受けていました。 

 

 

申 請 先 免状の写真の書換えは、居住地又は勤

務地の都道府県あるいは免状を交付した都道府県

の（財）消防試験センターへ 

問合せ先 京築広域圏消防本部予防課 指導係又

は危険物係まで 電話 ０９７９－８２－０１１９ 

 

 

○防火管理講習 （京築広域圏消防本部） 

 ※平成 23 年７月 22 日（再講習）実施済 

 ※平成 23 年８月 25 日・26 日（新規講習）実施予定 

○防火対象物点検資格者講習（福岡市民防災センター） 

 ※第 2 種 平成 23 年８月３日～５日 

○平成 23 年度消防設備士試験 

 ※７月 17 日、８月 ７日、23 年 12 月 18 日 

○平成 23 年度危険物試験 

※第 1 回 6 月 19 日（日） 

※第 2 回 11 月 27 日（日） 

 ※第 3 回 24 年 2 月 26 日（日） 

 

 

不適正な価格で無理強い販売などを行う訪問販

売、電話販売が、増加しています。住宅用火災警

報器や住宅用消火器を法外な価格で販売したり、

勝手に住宅に上がりこみ、部屋等に警報器を設置

し請求するケースが発生しています。不審なとき

は、契約や現金を払わずに、当協会又は最寄の消

防署に連絡して下さい。 

 

東北地方太平洋沖地震に対する義援金 

 

 平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時４６分ごろ、三陸沖を 

震源に国内観測最大の M９．０の地震が発生しまし

た。津波、火災などにより広範囲で甚大な被害が発生

し死者、行方不明者は 28,000 名を越えています。 

 当協会では、平成 23年 5月 13日、豊前市長に義援

金を寄託しました。 

 

 

◆ 事務局では、会員の皆様の感想、寄稿文などをお待ちしています。 

 

点検式で会長と森さん 

防火標語 

２３年度各講習・試験 

会長と森 喬耶さん 

悪質な訪問販売に注意！ 

消防設備士・危険物取扱者の皆様へ 

  

 

23 年 防火ポスター 


